
１．はじめに

　里山の森林整備や棚田保全活動など，里山環境の

保全に関する話題がよく聞かれるようになり，里山

と銘打った自然観察会なども頻繁に開催されるよう

になった．里山という言葉も一般的に使われるよう

になり，里山に関する書籍や写真集なども多く出版

され，様々な立場から里山について論じられている．

しかし，里山に対するイメージは人によって様々で，

定義もひとつに定まっておらず，関係する問題も多

岐にわたる．本報では，おもに既往文献をもとに，

里山とは何か，また里山でどういう問題が生じてい

ているのかについて概観する．

２．里山とは

２．１　里山の定義 （注１）

　現在，日本の各地で広く言われている里山とは，

様々な定義づけや範囲が議論されており，だれもが

納得するような定義はできていない．人類は原生的

な自然生態系に長い時間をかけて様々な働きかけを

してきたが，基本的には，その人間活動とのかかわ

りに対応（もしくは適応）して動的平衡状態を保っ

てきた半自然的システムと，その範囲を指す場合が

多い．

　しかし，現在使われている里山という言葉の意味

は多様であり，かつての薪炭林や農用林などの森林

に限定して用いる場合があるほか，それに草地や茅

場を含む場合，さらには森林，田畑，草地，畔，た

め池，水路等を包括する場合２）などがある．また里

山に類似する言葉として，里地３）が用いられること

もある．その場合は，雑木林やマツ林と草地を里山

として限定し，それに集落と農地，水辺を加えて全

体を里地と称している４）．その他にも，里山は人間

とそれを取り巻く自然とが相互作用するシステムと

して広く捉える立場もある５）．これは里山を生態系

の一つとして捉えるものである．これらいずれの定

義によるにせよ，里山と称されるその対象は，人の

活動により改変を受けてきた二次的自然をそのおも

な構成要素としていることにかわりはない．

　一方，里山もしくは里地という言葉の使用例から

みると，二次的自然あるいはまとまりをもつひとつ

の生態系という自然環境を示す場合と，都市でも奥

山でもないようなある広がりをもった地域を指す場

合との２通りの使われ方がある．しかし，研究対象

として里山を捉える場合には，自然環境というより
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　近年，里山の環境保全に対する関心が高まるとともに，「里山」という言葉についても様々な定義づけや議論が展開

されている．本報では，おもに既往文献をもとに，里山とは何か，また里山でどういう問題が生じていているのかにつ

いて概観した．かつて里山では農林業を中心とした自給自足的な生活が営まれ，里山と人の暮らしは資源の利用を通じ

て密接な関係を保っていた．それが，高度経済成長期の頃より，里山と人の暮らしとの関係が急速に希薄化し，耕作放

棄地の拡大や森林の手入れ不足が顕在化してきた．さらに，都市近郊の里山では，住宅団地などの開発によって里山そ

のものが減少した．このような里山の質的・量的変化によって，里山に生息する動植物も大きな影響を受け，里山特有

の動植物の生存が脅かされたり，野生動物による農林業被害が生じたりしている．また，農林業を中心とした里山の暮

らしが大きく変化したことにより，信仰や伝統行事，あるいは村落共同体としての共同意識などにも変化が現れ，里山

の自然のみならず，里山での暮らしにおける伝統や文化までもが危機に直面している．このように，里山の自然環境の

変化は社会環境の移り変わりに連動した結果であるため，里山の環境保全を考える場合にはこの両方の視点からのアプ

ローチが不可欠である．
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はむしろある地域を指す言葉として用いた方が論旨

が明確になると思われる．そこで，本研究では，里

山は空間を示す概念とし，奥山や都市と同様に地域

を指す用語として使用することにする．そして，里

山という地域を特徴づけるひとつの要素が里山の自

然であるとし，従来混同して利用されがちであった

“里山”と“里山の自然”をまず概念の上で区別す

ることとした．したがって，里山と里山の自然環境

について，本研究では以下のように定義する．

　「里山は，農林業を主体とした人の暮らしを支え

るある広がりをもった地域であり，暮らしや生産活

動の影響下に成立した二次的自然の総体を指すもの

とする．そのなかには，雑木林，植林地，草地，農

地，ため池，水路，集落といった多様な自然環境が

含まれる．また，里山の言葉にある地形的な山の概

念にはとらわれず，たとえ二次的自然が平地に存在

する場合もその地域を里山と称するものとする．」

　このうち，植林地は既往文献などでは里山に含ま

れない場合が多い．しかし，長野県においてはその

占有面積が広い（約２５％）ことから，本研究では植

林地も里山に含めた定義とした．なお，この定義に

よると，長野県の里山の面積は長野県土の約７８％に

及ぶことになる．

２．２　かつての里山と人の暮らし

　高度経済成長が始まる１９６０年頃までは，里山は農

林業を主体とした人のおもな生活の場であるととも

に，肥料や飼料，燃料，食料などの供給源であった．

雑木林では薪を刈ったり，落葉をかき，それを炊事

や風呂の燃料として利用した６）．多くの農家では，

耕運や運搬に利用するために牛馬を飼っており，雑

木林の下草や，草地あるいは田の畔の草を刈って飼

料として与え，また，牛馬に踏ませた草は厩肥にし

て田畑の肥料とした６）．水田に入れる肥料は刈敷が

中心で，雑木林から広葉樹の若葉を枝ごと刈り取っ

てきて，田植え前の水田に敷き込んで肥料とした６）．

その他，家屋の屋根はススキで葺かれていたため，

そのためのススキ草地（茅場）も必要であり，建築

材も集落周辺の林に確保しておく必要があった６）．

　これら里山の雑木林や草地の多くは，集落などを

単位として地元の人たちが共同で管理していた入会

林野であった．入会林野では林野の資源が枯渇する

と生活が維持できなくなるので，資源を持続的に利

用することが必要であり，そのために規約がつくら

れ，採取の時期や採取量などの制限が設けられてき

た６）．水田に必要な灌漑用水も，平等かつ安定的に

供給するために，集落または集落間の統制下にある

組織に運営を委ねる必要があった．共同で用水路や

ため池の整備や清掃が行われ，配水の順序や引水時

間などが規定されてきた７）．屋根葺き，田植え，稲

刈りなども自分の家の労働力だけでは賄いきれない

場合も多く，隣近所同士で“結”などといわれる労

働力の交換が行われた８）．また，一年の農業生産過

程の節目には，正月，どんど焼き，お盆，秋祭りな

ど，神に五穀豊穣や家内の健康安全を祈り，先祖を

祀る年中行事が行われた９）．年中行事には，仕事を

休み，家族や集落の人々が一緒に食事をした．また，

誕生から死にいたるまでの過程で成人や結婚など人

の一生の節目には，集落の人々を交えた様々な通過

儀礼が行われた９）．こうした暮らしのなかで，集落

ごとに“村落共同体”といわれる密接な人と人との

関わりや連帯関係が築かれ，特色ある自然資源利用

の知恵，伝統食，年中行事，通過儀礼が形成されて

きた．

３．里山の変化とその問題

３．１　里山をとりまく社会情勢の変化

　１９６０年頃から始まる高度経済成長は，里山に対し

ても大きな影響を与えた．それまで里山に住む人々

は，自給自足的な暮らしを営むとともに，農業に加

えて，木材や木炭などの生産，養蚕などによる所得

確保が可能であった．しかし，石油やガスなどへの

エネルギーの代替や安価な輸入品の増加などにより，

自給自足的な暮らしが少なくなり，里山に依存した

経済的な基盤が失われた１０）．比較的都市に近い里山

では進出してきた工場や事業所に勤務することによ

り兼業を発達させてそれに対応したが，都市から遠

い里山ではむしろ人口を流出させてそれに対応せざ

るを得なかった．ここに過疎現象が生じてくる１１）．

３．２　里山利用の変化と開発

３．２．１　農林業の変化

　戦後の全国の耕地面積は１９６０年頃までは増加した

が，その後は都市的開発，食糧輸入の増加，あるい

は兼業化や過疎化の進行などにより急激に減少し，

農家数も１９６０年頃から急激に減少している．長野県

でも同様に耕地面積は１９６０年頃をピークに減少に転

じている．米の生産調整（減反政策）も１９７１年から

実施され，減反の対象は２００１年には全国で１００万ｈａ
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を超え，田面積の４割にまで達している．また，耕

作を止めたあと何も利用しない，いわゆる耕作放棄

地も近年増大している．中山間地域が多い長野県の

耕作放棄地率は全国平均の約２倍の１０．９％（２０００年）

にまで達している．

　こうした農地の面的な減少に加え，化学肥料の普

及と農業労働力の減少により，肥料として草や刈り

敷きを利用しなくなり，資源の利用を通じて結ばれ

ていた里山の雑木林や草地と農地との関係が切り離

されてしまった．また，同時に肥料だけでなく薪や

木炭といった燃料も，石油やガスに取って代わられ

ることとなった．薪炭材の需要量は，１９５０年代後半

から１９７０年代にかけて急激に減少し，ほぼ０に近く

なった１２）．このように資源利用を通じて保たれてい

た人と里山の密接な関係が，高度経済成長期に大き

く変化することとなり，里山の雑木林や草地の利用

の程度が大きく減少することとなった．

　利用されなくなった雑木林や草地にはスギやカラ

マツなどの針葉樹が植林されてきたが，高度経済成

長期に増大した木材需要に対して，安価で品揃えさ

れた外材の大量輸入に国産材の生産量と価格が太刀

打ちできなかった１３）．国産材利用は１９６７年をピーク

に減少に転じ，代わって外材が増加し，スギの山元

立木価格は１９８０年に最高値を示した後は現在まで低

下し続けている１２）．１９５５年に５２万人を数えた林業従

事者も１９９９年には８万人を割り１４），伐採しても赤字

になるかもしくは安価でしか売れない植林地は，間

伐などの手入れが不足しているところが多くなって

いる．

３．２．２　土地造成をともなう開発の進行

　高度経済成長期を通じて，都市近郊を中心に土地

造成をともなう大規模開発が進行した．１９６０年代か

ら１９７０年代にかけての全国的な開発動向をまとめた

資料１５）によれば，それらの用途別の大規模開発面積

は，農用地，ゴルフ場が大きく，以下住宅用地，工

業用地と続く．これらの大規模開発は，主に都市周

辺の低山地や，丘陵地，台地，低地，海面埋立地で

進行したが，低地や海面埋立地以外の多くは里山の

開発に相当する．一般にこれらの開発では，地形の

尾根部を切り取り，谷部を埋め立て，全体を平坦化

する造成が行なわれる．そのため，谷津や谷戸とも

呼ばれる丘陵地や台地内の小規模な谷や，湧泉など

は消失することが多い．また，１９６０年頃以降，開発

用地の立地が，それまでの低地や台地から丘陵地あ

るいは一部は山地にまで及ぶ傾向が急に強まったこ

とから，１９６０年という時点が日本における地形利用

や地形改変の歴史の上で，最大の転換期のひとつと

見られている１５）．

　里山での住宅用地開発は，農村部から都市部への

人口集中と，核家族化の進展にともなうもので，大

都市圏ではいわゆるニュータウンの建設が進められ，

地方都市でも住宅団地の建設が進められた．首都圏

の丘陵地に造成されたいくつかの大規模住宅用地開

発事例を対象に，造成による移動土量と開発面積か

ら計算すると平均約４ｍもの深さで土壌がかく乱さ

れたという報告１６）がある．長野県の場合は，住宅用

地のほかに，高原を中心に別荘地の開発も同時に進

んだ．

　ゴルフ場開発については，これまでに３回の大き

な開発の波が知られている．それぞれの波に対応す

る開発ブームの背景としては，１９６０年代のレジャー

ブームの到来，１９７０年代の新全国総合開発計画（新

全総）による列島改造ブームの到来，１９８０年代後半

のリゾート（バブル）ブームの到来がある．ゴルフ

場開発は，大規模住宅用地開発と同様の面的な大規

模造成（１８ホールで１００ｈａ程度に相当）であり，広

大な森林伐採をともなう．ゴルフ場が立地する場所

の多くは，かつて薪炭林や採草地として利用された

里山に相当する．また，ゴルフ場では開発面積の規

模が問題にされると同時に，開発後に芝の管理のた

めに使用される農薬によって，飲料用の水源が汚染

されるというリスクが多くの開発現場で問題にされ

た．長野県下のゴルフ場開発と土地利用の状況をま

とめた報告１７）では，ゴルフ場が標高６００～１，６００ｍの

範囲にほぼ限定されており，低所にゴルフ場が少な

い理由として，それらの開発が農業的土地利用との

競合を避けて進められたことに言及している．なお，

１９９０年前後のリゾートブームでは，総合保養地域整

備法（いわゆるリゾート法）の制定によって，民と

官の連携により全国的にリゾート開発（ゴルフ場，

スキー場，テニスコート，ホテル，マンションなど）

が押し進められた．農地転用や林地開発許可などの

規制緩和が図られたこともあり，一時は日本国土の

２０％近くか，もしくはそれを超えるような面積でリ

ゾート開発が計画されたというほどすさまじい開発

の勢いであった１８）．しかし１９９０年代半ば以降，バブ

ル経済の破綻とともにこれらの開発は沈静化し，近

年では，そのブームに乗って開発されたゴルフ場な

どが経営破綻する例も多く見受けられる１９）． 
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３．２．３　その他の開発

　その他の里山における開発には，採石場や廃棄物

処分場の建設などがあった．戦後の復興期以来，コ

ンクリート骨材への利用を目的として全国で盛んに

川砂利採取が行なわれた．しかし，１９６０年代半ばか

ら砂利資源の不足や河床低下などの環境問題が目

立ったことから川砂利の採取量が減少し，それに代

わって陸砂利や山砂利，海砂利，砕石が利用される

ようになった２０）．これらのうち，山砂利や砕石の採

取地は平野周辺部の丘陵や山地下部に位置すること

から，その多くは里山に相当する．採石場では，里

山の森林が伐採されるとともに，終掘後の景観保全

（もしくは植生復元）が問題になることがある．また，

廃棄物処分場建設の場合，海域の埋立てによる処分

場以外では，市街地近郊の山かげや沢筋の里山が開

発対象となる場合が多い．里山がゴルフ場や廃棄物

処分場の建設地として利用されるようになったこと

には，それまでの里山での伝統的な資源利用がなく

なり，里山の経済価値が低下するとともに，その下

流部に住む人たちの里山に対する意識や関心が薄れ

たことと連動している．

３．３　里山の自然環境の変化

　里山の自然環境は里山利用の変化や里山開発の影

響を受け変化してきた．かつて薪炭や落葉・落枝の

採取の場であった里山の林は管理が放棄され，採草

地であった草原も利用されなくなった．また，水田

は大規模化し圃場整備が進む一方で，減反政策など

により耕作が放棄される水田が増加した．こうした

里山利用の急激な変化は，そこに生育・生息する動

植物たちにも大きな影響を与えた．

　管理が放棄された雑木林などの落葉広葉樹林は，

上層木が成長し，低層木や草本層が発達するため林

床が暗くなった２）．このため明るい林床にみられる

カタクリなどの草本類やギフチョウなどのチョウ類

が減少した２）２１）．また，草原は放棄されてブッシュ

化したり，植林地や果樹園，宅地などへ転用されて

減少した．このためオオルリシジミやオオウラギン

ヒョウモンのような草原性のチョウ類は著しく減少

した２１）．耕作放棄された水田では大型の草本やハン

ノキなどの木本の侵入により湿性植物が絶滅の危機

に陥った２）．圃場整備やそれにともなう水路のコン

クリート化が進んだ谷津田（あるいは谷戸）では，

ニホンアカガエルやトウキョウダルマガエルが減少

した４）．また，このような場でカエル類を食物とし，

生態的ピラミッドの上位種にあたる猛禽類のサシバ

も減少しているとの指摘もある４）．

　このように，里山利用の変化はかつての里山環境

に適応してきた動植物たちにとって，その生存環境

を奪う脅威となっている．このため人里周辺に見ら

れる身近な生き物がレッドデータブック（ＲＤＢ）

の掲載種に名前をつらね，逆に里山はレッド種が多

く生息する「ホットスポット」となっている２２）．

　里山はまた宅地開発やレジャー施設建設の場とし

て急速に開発が進んだ．大都市近郊の大規模な住宅

用地開発のために里山の森林は伐採され，谷津田は

埋め立てられた２３）．そのためそこに生息していた動

植物は消滅した．また，宅地開発や道路建設などに

より，里山の樹林地は面積の減少，分断化，孤立化

が進行した４）．樹林地の面積の減少にともない，植

物や鳥類の種数や多様性は減少する傾向にある４）．

その一方で，里山と奥山との境界が不鮮明になって

きたことなどが影響して，かつて人里にはあまり出

てこなかったシカやサル，クマなどの大型哺乳類が

田畑を荒らしたり，林業被害をもたらしたりする事

例が増えている．

　以上のように，里山の利用や里山の開発は里山に

生息する動植物に大きな影響を与えてきた．しかし，

その影響は動植物だけにとどまらず，里山の自然が

持つ公益的機能への影響についての指摘もある．た

とえば，棚田が耕作放棄されると洪水発生頻度が高

くなったり，土壌浸食を引き起こしたりする２４）．ま

た，過密なヒノキの人工林では落葉落枝が少ないた

め林内の土壌浸食を引き起こす２５）と言われている．

しかし，このような里山の自然環境がもたらす公益

的機能への影響を定量的に評価することは難しく，

今後の大きな課題となっている．

３．４　里山の暮らしの変化

　都市に人口が集中するとともに，都市近郊では非

農家の増加による混住化が進み，それ以外のところ

では過疎化と高齢化が進んだ．農家の兼業化が進み，

より多くの現金収入を得るようになると，とくに薪

や肥料，牛馬の飼料など自然資源の利用が減少した．

その一方で，資源の輸入に支えられた「大量生産・

大量消費・大量廃棄」の都市型の生活様式が普及し

た．

　これらの結果，それまで行われてきた隣近所同士

の労働力の交換，入会林野や灌漑用水の共同管理，

年中行事や通過儀礼，自然資源利用の知恵の多くが

２６



必要性を失ったり，あるいは継続が困難になったり

している．基幹用水路を管理する全国の土地改良区

を対象とした調査によると，草刈り，整備補修，除

塵の作業を不十分とする割合がそれぞれ８割，６割，

５割に及んでいることが明らかとなっている２６）．こ

のような里山の集落における共同体的機能は混住化

が進んだ集落ほど低下する傾向があり，とくに地域

の連帯性の維持といった社会コミュニティー的な機

能が弱体化する傾向があると指摘されている２７）．長

野県では，東信地方の正月に行われていた道祖神の

獅子舞あるいは火祭り，天神講など子ども主体の祭

りがほとんど行われなくなった２８），昭和４０年代に家

庭での出産がなくなると生後３日目に赤飯を炊き親

近者を招く儀礼がなくなり，自動車が普及すると生

後一ヶ月のお宮参りの帰りに行きあった人に酒や肴

をふるまう儀礼もなくなった２９）という報告がある．

埼玉県でも，かつて県内くまなく行われていたトー

カンヤ（十日夜）が現在数箇所に伝承されるのみと

なっているという報告３０）がある．食べ物についても，

地域外の農産物や加工品を容易に購入できるように

なり，洋食化が進むとともに，地域ごとの食の多様

性が低下している３１）．

　こうした暮らしの変化は，人間関係や子どもの遊

びに少なからず影響を及ぼしている．年中行事や共

同作業などの減少は，一般的に人々の孤立や共同意

識の低下を招いているといわれる．また，かつて子

どもはまわりの自然を利用し，集落の幅広い年齢層

の子どもと集団で遊んだが，室内でのテレビやコン

ピューターゲームを用いた少人数での遊びが多く

なっている３２）．

４．おわりに

　以上述べたように，戦後の社会や産業の大きな構

造変化とともに，里山への人間の働きかけが質的・

量的に変わり，そのことによって，里山に生息する

動植物も大きな影響を受けてきた．さらにその結果

として，森林が不健全化したり，里山特有の動植物

の生存が脅かされたり，野生動物による農林業被害

が生じたりしている．また，里山と人の暮らしとの

関係の希薄化により，儀礼・信仰や伝統行事，ある

いは村落共同体としての共同意識などにも変化があ

らわれ，里山の自然のみならず社会的・文化的な変

化も急激に進行している．

　このように里山の自然環境の変化は社会環境の移

り変わりに連動した結果であるため，ある一面から

のみ里山の問題をとりあげても，その実態と，真の

問題の所在を把握することは難しい．里山の環境保

全を考える場合には，今顕在化している課題が，ど

のような主体と環境との相互関連によって起こって

いるのか，そしてそれが歴史的にどのように変わっ

てきたものなのかを捉えることがまず重要である．

したがって，今日の里山問題こそは，社会環境と自

然環境，この両方の視点からのアプローチによる，

総合的な調査と研究を必要としているといえるであ

ろう．
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